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　そも、呪詛という物自体、非科学的で根拠のないものとされている。即ち、「牛の刻に境内へ参内し、対象の御髪を入れた藁人形を五寸釘で打つと、対象は死ぬ」といった儀式的ものから、「不可解な不運の奇跡的連続」まで様々であるが、これらの因果関係は科学的に説明できる根拠がなく、すべて「偶然の産物」として片付けられている。

　確かに、儀式的なものを槍玉に挙げ、それを「科学的でない」といえば、そこには否定材料など無く、霊的な存在というのもまた、言うまでも無いことだが、非科学的な存在である。

　然し、「呪詛」＝「呪いをかける」というのは実は心理学的に有効である。したがって科学的根拠に基づいた「呪詛」というものは存在しうるのである。

1、 呪詛の種類・手段

さて、ここで私が専門とする呪詛分野を明らかにしておく

呪詛―直接呪詛―対話法呪詛（人間の心に話し掛けて洗脳する呪術方式）

　｜　　｜

　｜　　　―――祈祷式呪詛（神仏にひたすら念ずるか、

　｜　　　　　　　　　　　　　　己が身の呪いの力を信じ呪う方式）

　｜

　　―間接呪詛―感染呪術（対象の所持品を媒体として呪詛をかける方式）

　　　　｜

　　　　　―――類型呪術（対象と形状が似ているものを潰し、

また対象の形状をも崩す方式）

以上の大分類において私が特に注目している呪術は直接呪詛対話法（以下、対話法）である。

2、「心理」的根拠

　「自己暗示」「感情鎮静・抑制」などは、心理学ならずとも、世間一般的に認められる行動及び心情である。

　さて、「自己暗示」の反対は「他者による暗示」だが、「暗示」とは人の感情や考えが、言葉や絵などの間接的な手段によって無意識のうちに強制によらずにある方向に変化する現象である為、その手段事態が他によるものであるとわかる。

　また、「暗示療法」（患者に暗示を与えることで治療の効果をあげる心理療法。神経症・心身症などに適用。）も現に存在する。

　心理学的問題から呪詛の話へ返すと、「呪いをかける」、特に対話法はその典型例といえよう。暗示と洗脳の本質はそう変わらない。おなじMind Controlなのだから。

　

3、 術における私個人の愚見に基づく証明

また、呪術が成功した、即ち、呪術関与の本当、嘘にかかわらず「相手を殺した・病気にした・不運のどん底にした」と仮定する。呪術を「行った」という証拠自体は、間接呪術のものは有形で残る為、そのものを見せて「道具」といってしまえば、信じてしまうのが宗教観を持つ人間の考えであることは間違いない。また、直接呪術による無形であれ、かつての人は信じたし、今もそうそう違いは無かろう。

呪術の変遷の起源は、宗教観に起因するものが多い。宗教における「無宗教派」というのは、科学技術の進歩によって増加したものであるからして、宗教観をもたない人間は少ない。（そもそも、「無宗教派」自体、神を意識するから「無宗教」なのだが、それは別問題）

即ち結論として、呪詛を信じるものは多いという公式が成り立つ。

4、 検定試験詳細

検定試験は次の3問の解答を私が拝謁し、このものが呪詛を使用するにあたって善か悪かを見、呪術使用可能の可否を判断するものである。

問題は以下の通りである。

1、 知りうる呪術の方法を述べ、それにおける解決策を述べよ。制限は無いが、最低一例あげること

2、 「人を呪わば穴二つ」という格言について事例を述べよ

3、 実例問題（これは毎回変える予定）　　
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